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 近
代
美
術 ※環境保全のため、古紙配合率60％再生紙と

　植物油インキを使用しています。

　社
会
教
育
士
と
し
て
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
学
び
」は
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
、

「
学
び
」は
新
た
な
つ
な
が
り
を
育

て
、そ
の
積
み
重
ね
が
地
域
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　社
会
教
育
と
い
う
と
難
し
く
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し

「
学
び
」は
本
来
、「
知
り
た
い
」「
学

び
た
い
」「
教
え
た
い
」「
伝
え
た
い
」

と
い
う
、一
人
ひ
と
り
の
思
い
か
ら

始
ま
り
ま
す
。公
民
館
活
動
や
地

域
の
講
座
、サ
ー
ク
ル
、e
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
体
験
も
そ
の一つ
で
す
。

共
通
す
る
関
心
を
き
っ
か
け
に
人

と
人
が
出
会
い
、関
係
性
が
生
ま

れ
、「
ま
た
来
た
い
」「
こ
こ
に
居
た
い
」

と
思
え
る「
居
場
所
」へ
と
育
っ
て
い

き
ま
す
。

　「居
場
所
」と
は「
自
分
ら
し
く
い

ら
れ
、そ
こ
に
居
た
い
と
思
え
る
場

所
」だ
と
考
え
て
い
ま
す
。価
値
観

や
生
き
方
が
多
様
化
す
る
今
、多

様
な「
居
場
所
」が
地
域
に
あ
る
こ

と
は
、一人
ひ
と
り
の
幸
福
感
を
高

め
、地
域
全
体
の
豊
か
さ
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
企
画
や

運
営
に
関
わ
り
、「
自
分
も
地
域
の

一部
を
つ
く
っ
た
」と
感
じ
ら
れ
た
と

き
、「
住
ん
で
い
る
地
域
」は「
私
の

地
域
」へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　子
ど
も
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

哲
学
者
ル
ソ
ー
は「
子
ど
も
は
小
さ

な
大
人
で
は
な
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
に
は
子
ど
も
な
ら
で
は
の

見
方
や
感
じ
方
、考
え
方
が
あ
り
ま

す
。地
域
の一員
で
あ
る
以
上
、そ
の

声
を
大
切
に
し
な
い
理
由
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　さ
ら
に
、声
を
聞
く
だ
け
で
な

く
、子
ど
も
が
参
加
し
、挑
戦
で
き

る
こ
と
も
必
要
で
す
。失
敗
し
て
も

大
人
が一緒
に
受
け
止
め
、再
挑
戦

で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、そ
の
経
験

は
地
域
へ
の
愛
着
や
当
事
者
意
識

を
育
み
ま
す
。

　町
役
場
や
町
議
会
に
は
、中
央
公

民
館
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
場

が
、多
様
な「
学
び
」と「
居
場
所
」、

そ
し
て
子
ど
も
や
若
者
が
参
加
し
、

挑
戦
で
き
る
拠
点
と
し
て
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
ま

す
。

連絡先：議会事務局 TEL.889-3097 FAX.889-4499 
E-Mail H8893097@town.haebaru.okinawa.jp

議会だよりへのご意見・ご感想も受け付けています。

　あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか。表紙の題字
と写真を募集中です。のびやかな題字や笑顔あふれるお写真
をお待ちしています。ご意見・ご要望なども広く募集しています。　はえばる議会だよりの

バックナンバー

左のQRコードを読み取る
ことで議会中継サイトに
繋がります。

表紙の題字・写真をお寄せください表紙の題字・写真をお寄せください

学
び
と
居
場
所
が

　 地
域
を
育
て
る　仲

原 

英
孝（
社
会
教
育
士
）

 

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
私
た
ち

20
期
議
員
が
編
集
す
る
最
後
の

発
行
に
な
る
。4
年
間
を
振
り
返

る
と
、ど
の
編
集
に
お
い
て
も
絶

え
ず「
新
た
な
視
点
、町
民
の
皆

さ
ま
の
読
者
視
点
」を
大
事
に
議

論
を
重
ね
て
き
た
。

　私
自
身
は
こ
れ
ま
で
4
期
15

年
、広
報
委
員
を
務
め
さ
せ
て
も

ら
っ
た
が
、議
会
改
革
の
大
部
分

を
こ
の
広
報
委
員
会
か
ら
芽
が

出
て
、時
に
は
進
ん
で
戻
る
を
繰

り
返
し
な
が
ら
実
現
し
て
き
た
。

ぜ
ひ
次
期
委
員
に
も
、新
た
な
発

想
、大
胆
な
改
革
を
期
待
し
た
い
。

　様
々
な
情
報
や
媒
体
が
溢
れ

る
現
在
、私
た
ち
議
会
も
、そ
し

て
議
員
自
身
も
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
る
。「
よ
り
便

利
に
、よ
り
分
か
り
や
す
く
」は

基
本
だ
が
、「
議
会
の
臨
場
感
や
、

議
員
の
熱
量
が
伝
わ
る
」そ
ん
な

広
報
の
あ
り
方
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
？

（
担
当
／
照
屋
　仁
士
）

集
室
よ
り

編

議員との意見交換会
受付中

未来へ繫がるスポーツの力
表紙写真

···································· P4
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·········································· P8
題字：中学3年　林 同佑さん

開かれた議会を目指して
知ってる？選挙のルール　
15人全員が一般質問

ともゆう

町民の声を
これからの町政へ PP2
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任
意
団
体
こ
こ
も
代
表多世代でつながる

自然はみんなの先生
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意
見
交
換
会
・
要
望
書
の
提
出

議
会
告
報
会

意見
交換会

　議会報告会終了後は、２つの会議室に分かれて、それぞれ
のテーマ に沿った意見交換会を行い、様々な意見が交わされ
ました。町民からの声をご紹介します。

経済教育委員会
mobi （モビ）
・mobiは知っていたが、具体的な生活
　シーンでの使い方を周知してはどうか。

・町民の認知率はどれぐらいで、どこか
　らの補助金を活用しているのか。

・朝の通学等に使えるように検討できな
　いか。

・首里駅とのリンクはできないか。

・福祉や住民サービスの観点からもmobi
　は必要なので継続してほしい。継続で
　きなくても、引き続き議論を重ね、議
　員から様々な提案をしてほしい。

総務民生委員会
こども家庭センター
・こども家庭センターの年齢の対象は。
　青少年は対象か。ひきこもりや学校を
　中退した方などの受け皿にもなるか。

・ウガンヌ前公園に若者が集まる。問題の
　ある子も多い。そんな子たちの受け皿
　が南風原町では薄いと感じる。

・窓口が一つになると便利なのはわかる
　が、土日や時間外への対応、また支援の
　先がなければ相談ベースで終わってしま
　う。民間企業や地域と連携しながらこど
　も家庭センターをどう作っていくか。

・こども家庭センターとはどんな組織
　か。わかりやすい周知をしてほしい。

妊
婦
歯
科
健
診
は
す
ご
く
い
い
取
り
組
み
だ
と
思

う
。
必
要
性
が
見
い
だ
さ
れ
た
経
緯
は
。
実
施
に
あ

た
っ
て
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ
て
い
く
の
か
。

母
親
の
歯
の
健
康
を
守
る
こ
と
で
、
胎
児
に
も
影
響
が
あ
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
今
回
の
妊
婦
歯
科
検
診
が
ス
タ
ー
ト
し
た

背
景
で
す
。
ま
ず
は
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で

議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

津
嘉
山
公
園
の
遊
具
選

定
は
こ
れ
か
ら
行
う
と
の
こ

と
だ
が
、
住
民
の
立
場
で
提

案
と
か
意
見
を
す
る
場
合
は
ど
の
よ
う

に
お
伝
え
す
れ
ば
い
い
か
。
遊
具
が
熱

く
て
や
け
ど
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

た
め
、
太
陽
が
出
て
い
な
い
時
や
夕
方

し
か
遊
べ
な
い
状
況
が
あ
る
。
木
陰
が

無
い
と
厳
し
い
。
整
備
す
る
と
き
に
木

陰
を
作
る
な
ど
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

ま
さ
に
議
会
報
告
会
の
意
義
が
あ
る

ご
意
見
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
選

定
さ
れ
る
か
は
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

頂
い
た
ご
意
見
は
執
行
部
へ
伝
え
ま
す
。

　議
会
報
告
会
は
去
年
か
ら
の
試
み
と
し
て
、
よ
り
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
議
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　質
疑
応
答
や
意
見
交
換
会
に
お
い
て
も
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
の
質
疑
や
意
見
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

回
答

回
答

皆様からアンケートを頂きました

町民の皆さまから頂いたご意見を取りまとめて、
町長へ要望書として提出しました。
町からの回答と合わせてご報告します。

皆さまのご意見を
議会から町長へ

第15回議会報告会・意見交換会

町民の声をこれからの町政へ
開催日：令和８年６月５日（金）　参加者：約40名
会　場：南風原町役場　議場 
テーマ：令和８年度の主な事業、こども家庭センター、mobi

報告会の様子は
こちらから

問
問

【要望事項及び回答（要約）】
○津嘉山公園に木陰を作るなど考慮してほしい。
→遊具設置時に日よけ対策を検討する。
○妊婦歯科検診の周知を工夫してほしい。
→対象者全員に届くよう周知を行う。
○こども家庭センターの運用について、時間外の対応や民間との連携など
　取り組んでほしい。また若者や不登校など多様なニーズに対応してほしい。
→母子保健と児童福祉を一体化し、民間との連携は可能かも含めて検討する。
○mobiについては様々なニーズが確認できた。今後も丁寧に検討してほしい。
→利用環境改善や充実の検討を丁寧に進める。事業継続は総合的に判断する。

町民にとっても町が住みやすくなるために、問題意識を持って意見を言える場がある事にこの報告会の意義があると思いました。

やわらかい
空気感で
良かった。

今年も楽しみにしてました。
議場に入れるのがとてもワク
ワクします。夕方に開催して
くださって、議員の皆さんの
配慮に感謝します。

要望書受け渡し

回答全文はこちら
参加者からの質疑
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議
場
見
学
・
選
挙
の
ル
ー
ル

議
会
活
性
化

議会活性化調査特別委員会

開かれた議会を目指して
南風原小・翔南小の議場見学

　
南
風
原
小
学
校・翔
南
小
学
校
の
６
年

生
が
議
場
を
訪
れ
、合
計
約
2
3
0
名
の

児
童
が
議
員
の
案
内
の
も
と
議
場
や
会

議
室
、傍
聴
席
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
場
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
議
員
席
や
町

長
の
席
な
ど
に
実
際
に
座
っ
て
も
ら
い
、

議
長
や
議
員
に
質
問
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、楽
し
み
な
が
ら
議
会
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

①議会基本条例の
　検証

今期（R4～R8)の実績

詳しくは
こちらから

　議会基本条例の全条文の検証調査を行いまし
た。その結果議会における「災害時の対応」を明
確化するため、条例に追記しました。

②ペーパーレス化の
　推進
　タブレット端末や、活用するアプリの検討
を行い、令和７年３月定例会より、紙での議
案等の配布を廃止しました。

③こども達へ
　議会を身近に
　主権者教育の一環として、町内小学校の議場
見学を受け入れ、議会の役割や仕組みについて
学んでもらいました。

④町民との
　意見交換の充実

　議会報告会や意見交換会において、初の議場
での開催を行ったり、各種団体との意見交換会
を行いました。

⑤議会だよりを
　リニューアル
　読みやすさを重視した紙面作りに取り組み、町
民インタビューや各号のターゲットの設定など
に取り組みました。

⑥議員研修の
　充実に向けて

選挙運動期間は
立候補の届出から

今回は9/8(火)から
9/12(土)まで。

立候補できるのは
何歳から

町議会議員には
25歳から立候補する
ことができます。

　先進事例調査や議員アンケートを行い、今後
の研修で重視するポイントや運用のあり方を検
討しました。次期からの研修が充実します。

令和５年度に議会活性化調査特別委員会を設置し、日々変化する
地方自治の環境へしっかりと対応できるよう、特別委員会を中心
に議会改革を行いました。その結果をいくつかご紹介します。

・全国町村議会議長会　表彰
・全国町村議会議長会　広報コンクール  表紙デザイン賞　金賞
・沖縄県町村議会議長会  議会広報コンクール　奨励賞

知ってる？選挙のルール
　
9
月
13
日
、
南
風
原
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙
は
町
の
代
表
者

を
選
ぶ
大
切
な
制
度
で
す
。
公
平
・
公
正
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
公
職
選
挙

法
は
選
挙
運
動
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

議員席から議長に質問

公職の
寄付行為禁止

立候補者や議員は
選挙区内寄付行為
が禁止されます。

戸別訪問は禁止

全面的に戸別訪問
は禁止されています。

選挙運動期間外に
選挙運動を
してはいけません
インターネット
選挙運動も

9/8(火)から9/12(土)
までです。                    

悪質な誹謗中傷を
してはいけません
　候補者に対して、
選挙の公正を害すること
のないよう、インターネッ
トの適正な利用に努めて
ください。 

ネットでの選挙運動
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補
正
予
算
・
陳
情
・
意
見
書

条
例

津嘉山公園図面

多目的
広場

ﾌｯﾄﾈｽ器具遊具
広場

管理棟

ウェ
ルカ
ムプ
ラザ

エントランスプラザ

駐車場－1 24台

10台
駐車場－2パーク

ゴルフ場
パーク
ゴルフ場

　宮兼ビギンズは、南風原小学校区内で活動し15年目
を迎える学童野球チームです。どんな子ども達でも野球
が出来る環境を目指してチーム作りをしています。「基本
的な挨拶や協調性、整理整頓」を養い、野球では「勝つ喜

び、負ける悔しさ、チームメイト全員で頑張る事」をモットーに指導して
おります。
　今年７月の南風原町大会では優勝を成し遂げることができました。
微力ですが、野球を通し子ども達の健全育成に貢献していきたいです。

津嘉山公園の管理事項を定めました

津嘉山小周辺　建築物の制限

補正予算で行う事業
ふるさと博覧会
実行委員会補助金

210万円の増額 (総額1210万円)

　ふるさと博覧会実行委員会補助金
について、設備工事や警備費等で、
資材費、人件費の高騰による増額で
す。
　議員から「町民が
楽しめる魅力あるイ
ベントとなるよう実
行委員会の意見を反
映した運営に取り組
んでほしい」と要望
がありました。

　10月より資源ゴミの収集・分別
業者へのゴミ出しの方法が変更さ
れることに伴い、運搬用かごの購
入のための予算です。
　議員から「変更内容については、
町民への丁寧な周
知とサービスの維
持・向上に努めてほ
しい」と要望があり
ました。

資源ごみ収集・分別業者
変更に伴う消耗品費
事業費　７７万円

条例の制定で何が変わるの？

第２回
定例会

６月９日から19日までの11日間の会期日程で開催されました。
提出された議案は審議の結果、全て原案のとおり可決されました。
今回の議会で可決された予算や条例、意見書等をご紹介します。

◇南風原町津嘉山南地区地区計画区域内における
建築物の制限に関する条例

　津嘉山南地区内において、適正な都市機能、
健全な都市環境の確保を目的として制定するも
のです。
　住宅地区・沿道サービス地区・業務地区に分
け、土地の用途の混在を防ぎながら、良好な住
環境の形成を図ります。

　10年余り新川区体協長を務め、今年は既に7種目の競
技が終り、あとは陸上が残るだけで、これまでの最高順位
は町内4位。殆どの競技で、出場者たちはプレーを楽し
み、相手も同様に楽しんでくれているのは嬉しい事です。

全収入金である自治会からの補助金の半分近くが町体協への分担金
と保険料で消えるので、やりくりに苦労しています。

陳情・意見書の結果は以下の通りです。
議員から意見書が３件提案されました。
意見書は全会一致で可決されました。

意見書を読み上げる、當眞嗣春議員　大城重太議員
意見書

全文はこちらから

県産品の優先使用について（陳情）陳情第４号

「義務教育費国庫負担堅持及び２分の１復元」のための
意見書採択を求める陳情陳情第５号

「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書
　　　　　　　提出先：内閣総理大臣　他意見書第２号

「30人以下学級早期完全実現」のための意見書採択を求める
陳情陳情第６号

「30人以下学級の早期・完全実現」のための意見書
　　　　　　　提出先：内閣総理大臣、沖縄県知事　他意見書第３・４号

◇津嘉山公園の管理に関する条例
　指定管理者制度を活用でき、公園の利用許可、利用料
金、指定管理者の指定手続その他管理に関し必要な事項
を定めるためのものです、以下の説明がありました。
・公園の特徴はパークゴルフ場があること。
・多目的広場は管理棟隣接の芝生広場を指す。
占用利用は公園の全部・一部を独占利用する場合が対象。
フードトラック出店等も許可が必要。
・一般利用への影響を考慮し、必要最小限の範囲で許可する。
・指定管理者はプロポーザル方式（※）で選定する。
・協定書を締結し、業務報告や実地調査等で町は監督を行う。

業務地区

県道128号線

●クニンドー
●津嘉山
小学校 

沿道サービス地区

住宅地区
※津嘉山幼稚園、小学校敷地を除く

0.6ha

2.0ha

7.1ha

採
択

採
択

可
決

採
択

可
決

陳情・意見書の結果

※プロポーザル方式とは価格だけでなく、提案内容や業務遂行能力を総合的に
　判断して事業者を選定すること。

伊佐真吾 （42歳）

宮平義胤 監督

町民
インタビュー

町民
インタビュー

よしつぐ

新川区体協長
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一
般
質
問

　赤
嶺 

奈
津
江
　議
員

一
般
質
問

　目
次

  

【一般質問とは】
　議員が、町行政の執行状況又は将来
の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行部に直接質問することです。
　QRコードから各議員の議会中継が
視聴できます。一般質問記事は質問議
員が会議録から抜粋し、広報委員会に
よって編集されています。

【４年間を振り返って】
　今号が現在の議員の今期最後の議会
だよりです。任期４年間を振り返って
のコメントを最後に掲載しています。

次のページから

問一般質
行政に考えを聞く

政策提言

8

1

アプリ等で手続き
できるよう推進を
・都市計画と墓地申請を問うP9

赤嶺 奈津江

町道８号線と
通学路の安全対策を　
・行政無料相談会を問う　
・雑誌スポンサー制度の進捗を問う

政治活動の課題
どう考えるか
・選挙公約、全て白紙委任ではないP11 P10

大城 雅史

右折帯早めの
工事着手を
・道路通行帯の設置を
・英語教育の充実をP13

知念 富信

本町の物価高騰
対策支援は
・本町の子ども対策はP15

大城 勇太

夏休みの
子ども食堂へ支援を
・成年後見制度の周知徹底で
　町民を守れP17

浦崎 みゆき

中東情勢の
影響を受ける事業者へ
支援をP19

石垣 大志

町民体育館建設に
ついて問う
・第６次総合計画策定への課題は
・学校給食に地産地消をP21

大宜見 洋文

津嘉山「ウガンジュ」
修繕と整備を
・緊急避妊薬について　　　　　　　　P23

伊佐 園恵

照屋 仁士

不登校児童生徒への
支援と学びの保障を
・猛暑から子どもを守る
・公民館サークルの魅力発信へ
・がん患者に寄り添う支援へ P12

西銘 多紀子

陸軍病院壕公開
20周年イベントを
・南星中学校の施設改修を問う P14

大城 重太

話せる英語教育に重点を
・オンデマンド交通モビの実績と課題は何か

P16
金城 憲治

金城町長は町民の声を
どう反映するか
・資源ごみ集団回収の報償金を
　引上げよ P18

岡崎 晋

平和行政と
平和学習を問う
・基地問題を問う P20

當眞 嗣春

カスハラ対策
事業所への支援を
・社会教育行政の取り組みの進捗は
・就学援助を必要な家庭に届けよ P22

玉城 陽平

アプリ等で手続き
できるよう推進を
答　住民サービスの向上に取り組む

赤嶺 奈津江　議員

Ｄ
Ｘ
窓
口（
書
か
な
い
窓
口
）、

シ
ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
等
で
手
続
で

き
る
よ
う
推
進
を
し
て
ほ
し
い
が

ど
う
か
。
ま
た
窓
口
業
務
を
整
理

し
、
総
合
窓
口
設
置
と
全
庁
的
な

窓
口
業
務
委
託
を
し
て
は
ど
う
か
。

窓
口
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い

て
は
、
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
実
施

計
画
に
位
置
づ
け
推
進
し
て
い
る
。

今
後
も
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。総

合
窓
口
や
全
庁
的
な
窓
口
業
務
の

設
置
は
、
委
託
対
象
業
務
や
費
用

対
効
果
な
ど
も
含
め
、
先
行
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
し

て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
業
務
を
委
託

に
し
た
が
現
状
は
ど
う
変
化
し
た

か
。

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
活
用
と
人
員
体
制
の
強
化
に
よ

り
、
窓
口
の
待
ち
時
間
や
予
約
混

雑
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
円
滑
に

運
営
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
前
準

備
や
通
知
発
送
な
ど
の
事
務
処
理

も
迅
速
化
さ
れ
、
安
定
し
た
人
員

確
保
も
図
ら
れ
て
い
る
。

都
市
計
画
と
墓
地
申
請
を

問
う都

市
計
画
と
墓
地
申
請
を
問

う
。
土
地
の
利
用
な
ど
の
観
点
か

ら
考
え
る
と
経
済
建
設
部
局
で
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

墓
地
、埋
葬
等
に
関
す
る

法
律
は
、墓
地
等
の
管
理
及
び
埋

葬
等
が
公
衆
衛
生
の
見
地
か
ら
行

わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、住
民
環
境
課
が
所
掌

す
る
公
衆
衛
生
業
務
と
し
て
対
応

し
て
い
る
。

都
市
計
画
の
中
に
含
め
た
と

こ
ろ
を
、
し
っ
か
り
と
把
握
で
き

る
よ
う
に
、
経
済
建
設
部
、
ま
ち

づ
く
り
振
興
課
で
や
っ
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。町

の
規
定
に
基
づ
き
、

立
地
条
件
と
か
周
辺
の
環
境
を
確

認
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
課

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
判
断
し
て

い
る
。
住
民
環
境
課
と
ま
ち
づ
く

り
振
興
課
で
互
い
に
確
認
し
な
が

ら
、
受
理
を
進
め
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
当
面
の
間
は
状
況
を
見
な

が
ら
、
ま
た
社
会
情
勢
の
変
化
等

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
辺
も
含
め

て
検
討
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
ま
た

対
応
し
て
い
く
。

問副
町
長

問副
町
長

問

副
町
長

問

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
仲
間
と
と
も
に
議
会
改
革
に
挑

　
み
、成
長
で
き
た
４
年
間
に
心

　
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

マイナンバーカード受付窓口

総
務
部
長
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一
般
質
問

　大
城 

雅
史
　議
員

一
般
質
問

　照
屋 

仁
士
　議
員

町道８号線と
通学路の安全対策を
答　道路安全対策計画に基づき
　　実施している

大城 雅史　議員

現
況
の
町
道
８
号
線
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

南
風
原
町
生
活
道
路
安

全
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
交
通
安

全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

一
般
車
両
が
、
生
活
道
路
か

ら
町
道
８
号
線
に
出
る
際
に
危
険

な
場
所
が
あ
る
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。

当
該
箇
所
は
、
本
町
で

定
め
る
道
路
反
射
鏡
設
置
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
設
置
は
な
い
が
、
そ
の

他
の
有
効
な
安
全
対
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

津
嘉
山
地
域
振
興
資
料
館
の

周
辺
住
民
よ
り
、
同
資
料
館
の
駐

車
場
に
車
両
を
駐
車
し
、
保
護
者

同
伴
の
下
、
歩
い
て
学
校
ま
で
登

校
す
る
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
敷

地
内
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
対

策
を
お
願
い
し
た
い
が
ど
う
か
。

小
学
校
敷
地
内
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
児
童
の
安
全
確
保
や

車
両
動
線
の
確
保
な
ど
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
護
者
の
利
便

性
と
地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
両

立
は
重
要
で
あ
り
、
学
校
と
連
携

し
な
が
ら
、
現
在
の
取
り
組
み
の

検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な

方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

行
政
無
料
相
談
会
を
問
う

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
行
政

書
士
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
手

続
で
、
相
談
を
行
え
る
か
。 

町
主
催
の
無
料
相
談
は

行
っ
て
い
な
い
。
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
、
弁
護
士
及
び
司
法
書
士

へ
の
無
料
相
談
を
電
話
や
窓
口
申
請
等

に
よ
り
受
け
付
け
、実
施
し
て
い
る
。

自
治
会
ご
と
の
無
料
相
談
会

に
つ
い
て
問
う
。

沖
縄
県
行
政
書
士
会
南

部
支
部
の
行
政
書
士
に
よ
る
各
公

民
館
で
の
無
料
相
談
会
の
案
内
が

あ
り
、
各
自
治
会
に
お
い
て
の
無

料
相
談
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

 

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
の

進
捗
を
問
う

 
 制

度
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
た
い
と
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

実
施
要
綱
案
が
教
育
委
員

会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
現
在
は

周
知
方
法
や
実
施
体
制
な
ど
の
準

備
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

問問問教
育
長

教
育
長

問

問問

私
は
、
前
赤
嶺
町
政
の
実
績

を
高
く
評
価
を
し
て
い
る
。
ま
た

私
も
様
々
な
提
案
を
通
し
て
、
そ

の
一
助
を
果
た
し
て
き
た
と
自
負

す
る
。
与
野
党
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

議
会
か
ら
の
提
案
、
指
摘
は
、
丁

寧
に
対
応
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
意
見

を
尊
重
し
、
町
民
の
福
祉
向
上
を

最
優
先
し
て
対
応
す
る
。

前
赤
嶺
町
長
は
選
挙
に
お
い

て
、
国
政
与
党
の
政
党
候
補
者
を

応
援
さ
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

南
風
原
町
の
町
益
の
た
め
、
支
援

を
受
け
る
た
め
と
さ
れ
て
い
た
。

政
治
活
動
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
、
国
政
与
党
を
応
援
し
な
け
れ

ば
、
必
要
な
支
援
は
受
け
ら
れ
な

い
、
南
風
原
町
に
と
っ
て
不
利
益

が
生
ず
る
。
と
の
考
え
を
前
赤
嶺

町
長
は
否
定
さ
れ
た
。
町
長
、
こ

の
点
ど
う
考
え
る
か
。

前
町
長
と
同
じ
立
場
で
考

え
た
い
。

 
 

 
 

選
挙
公
約
、全
て
白
紙
委
任

で
は
な
い

町
長
選
挙
で
当
選
を
さ
れ

た
。
当
然
選
挙
公
約
が
支
持
を
さ

れ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
今
回
の

投
票
率
は
4
2
・
7
4
％
、
相
手

候
補
も
一
定
の
票
数
を
獲
得
。
全

て
が
白
紙
委
任
を
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。

　
今
、
８
つ
の
公
約
、
柱
を
答
弁

さ
れ
た
。
あ
る
意
味
、
理
念
的
、

目
標
値
的
な
印
象
で
あ
る
。
町
民

か
ら
す
れ
ば
、
ま
ず
何
に
取
り
組

む
の
か
。
金
城
町
長
の
重
点
と
さ

れ
る
施
策
を
答
え
よ
。

全
て
の
公
約
は
重
要
。
し

か
し
各
部
局
の
実
情
に
応
じ
て
、

予
算
面
も
総
合
的
に
踏
ま
え
て
判

断
し
た
い
。  

 
 

問問

問

朝の津嘉山地域振興資料館前 自ら答弁する金城町長

政
治
活
動
の
課
題

ど
う
考
え
る
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 照屋 仁士　議員

答
　前
町
長
と
同
じ
立
場
で
考
え
た
い

向
こ
う
４
年
間
向
か
う
姿
勢

を
伺
っ
て
い
る
。
再
度
聞
く
、
任

期
４
年
間
の
中
で
必
ず
達
成
さ
せ

た
い
施
策
は
あ
る
か
。

公
約
を
８
つ
挙
げ
て
い

る
。
で
き
れ
ば
全
て
を
実
現
さ
せ

た
い
。

 

国
政
や
県
政
、
様
々
な
政

党
、
団
体
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
、
私
は
、
首
長
は
あ
る
程
度
政

治
的
な
自
制
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
一
部
の
政
党
や
団
体
の
み
に

偏
す
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
町
民

の
声
を
優
先
し
、
町
政
に
当
た
っ

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

公
平
な
町
政
運
営
に
努
め

た
い
。

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
こ

　
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
、皆
さ

　
ま
の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表

　
し
ま
す
。

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
４
年
が
本
当
に
早
い
。議
会
改

　
革
大
き
く
進
ん
だ
。次
期
も
よ

　
り「
町
民
に
身
近
な
議
会
」を
望

　
む
。
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一
般
質
問

　知
念 

富
信
　議
員

一
般
質
問

　西
銘 

多
紀
子
　議
員

不登校児童生徒への
支援と学びの保障を
答　 学びの継続と社会的自立を支える

西銘 多紀子　議員

不
登
校
の
現
状
と
支
援
体
制
を

問
う
。

令
和
８
年
３
月
末
時
点
の

不
登
校
児
童
生
徒
は
、小
学
校

1
1
8
名（
３．６
％
）、中
学
校
98
名

（
６.４
％
）。相
談
員
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
支

援
を
行
って
い
る
。

保
護
者
へ
の
相
談
支
援
を
問

う
。

相
談
窓
口
を
周
知
し
、

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

新
教
育
長
の
支
援
方
針
を
問

う
。

不
登
校
支
援
で
は
、
登

校
の
み
を
目
標
と
す
る
の
で
は

な
く
、
一
人
一
人
の
状
況
や
思

い
に
寄
り
添
い
、
学
び
の
継
続

と
社
会
的
自
立
を
支
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
相
談
体
制
の

充
実
と
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

が
孤
立
し
な
い
支
援
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
I
C
T
の
活
用
や

学
校
外
の
学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
、

多
様
な
学
び
の
機
会
を
確
保
す

る
。
今
後
も
、
一
人
一
人
が
安

心
し
て
学
び
、
自
ら
の
可
能
性

を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
と

寄
り
添
っ
た
支
援
の
充
実
に
取

り
組
む
。

猛
暑
か
ら
子
ど
も
を
守
る

学
校
の
暑
さ
対
策
を
問
う
。

W
B
G
T（
暑
さ
指
数
）

や
気
象
状
況
を
踏
ま
え
、授
業
や

活
動
内
容
を
適
宜
変
更
し
て
い
る
。

猛
暑
時
の
体
育
着
登
校
の
導

入
を
。

学
校
・
生
徒
と
議

論
し
、
近
隣
の
状
況
も
踏
ま
え
検

討
す
る
。

公
民
館
サ
ー
ク
ル
の

魅
力
発
信
へ

49
団
体
6
9
4
名
が
活
動
す

る
公
民
館
サ
ー
ク
ル
を
支
え
る
た

め
、
空
調
費
負
担
を
含
め
た
活
動
環

境
の
改
善
を
問
う
。

空
調
費
負
担
に

関
す
る
利
用
者
の
意
見
を
把
握
し

て
お
り
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
空
調
設
備
の
計
画
的
な
修

繕
・
更
新
を
検
討
す
る
。

が
ん
患
者
に
寄
り
添
う
支
援
へ

制
度
利
用
者
の
声
を
ど
う
生

か
す
か
。

利
用
者
の
意
見
を
伺

い
、今
後
の
事
業
に
生
か
し
て
い
く
。

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
多
く
の
出
会
い
と
学
び
に
恵
ま

　
れ
、全
力
で
取
り
組
め
ま
し
た
。

　
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
町
民
の
声
を
行
政
へ
問
題
解
決

　
に
取
り
組
み
、福
祉
、住
み
よ
い

　
町
づ
く
り
に
参
画
で
き
ま
し
た
。

問

問

問問問

問問

県
営
第
２
団
地
か
ら
国
道

3
2
9
号
間
の
右
折
帯
工
事
の
着

工
時
期
の
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

６
月
中
に
発
注
、
12
月

完
了
を
見
込
む
。

総
工
費
、
県
の
補
助
率
、
県

か
ら
の
交
付
状
況
を
問
う
。

工
事
費
5
0
7
3
万
円
、

補
助
率
80
％
で
令
和
７
年
度
で
木

の
伐
採
を
行
い
、
繰
越
予
算
で
令

和
８
年
度
事
業
実
施
を
す
る
経
緯

と
な
っ
た
。

工
事
の
施
工
方
法
を
問
う
。

片
側
交
互
通
行
で

朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
は
外
し
て
工

事
を
実
施
す
る
。

道
路
通
行
帯
の
設
置
を

与
那
覇
地
区
か
ら
高
速
桁
下

を
通
り
那
覇
方
面
に
向
け
て
右
折

が
渋
滞
で
通
行
に
支
障
が
あ
る
。

対
策
が
で
き
な
い
か
。

南
部
国
道
事
務
所
に
対

し
、
以
前
か
ら「
お
ゆ
ず
り
車
線
」

の
設
置
を
要
望
し
て
お
り
、
再
度

対
応
す
る
。

英
語
教
育
の
充
実
を

本
町
の
英
語
教
育
強
化
へ

の
取
り
組
み
を
問
う
。

英
語
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
各
小
学
校
に
日
本
人
英

語
指
導
助
手
を
、
各
中
学
校
に
外

国
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
対
話

問 右
折
帯
早
め
の

工
事
着
手
を

知念 富信　議員

答
　６
月
発
注
、
12
月
完
了
を
見
込
む

を
重
視
し
た
学
び
の
推
進
に
努
め

て
い
る
。

英
語
教
育
の
充
実
の
た
め

に
、
諸
外
国
と
の
交
流
に
力
を
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
。

中
学
生
の
国
際
交
流
事

業
を
中
心
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

学
校
体
験
を
通
し
た
異
文
化
理
解

の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

豊
見
城
市
で
は
、
台
北
市
の

小
中
学
生
と
直
接
や
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
で
、
年
間
46
回
も
交
流
を
行

い
、
更
に
、
部
活
単
位
で
も
趣
味

や
学
習
な
ど
英
語
に
よ
る
交
流
が

あ
る
。
本
町
も
対
話
に
よ
る
交
流

が
で
き
な
い
か
。スピ

ー
キ
ン
グ
力

は
本
町
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

近
隣
市
町
の
動
向
を
確
認
し
な
が

ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

副
町
長

問副
町
長

問

問問 副
町
長

問問 教
育
長

学
校
教
育
課
長

統
括
指
導
主
事

生
涯
学
習
文
化
課
長

国
保
年
金
課
長

都
市
整
備
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

県営第２団地から国道329号、早めの右折帯設置を

49団体の活動内容は　
こちら▶
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一
般
質
問

　大
城 

勇
太
　議
員

一
般
質
問

　大
城 

重
太
　議
員

部
活
動
の
遠
征
費
の
燃
料
費

補
助
や
、
貸
切
り
バ
ス
の
補
助
の

検
討
は
あ
る
か
。

県
が
補
助
を
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
町
独
自
の
支
援
に
つ
い

て
、
部
活
動
の
回
数
が
違
い
、
統
一

し
た
支
援
は
、
現
時
点
で
は
厳
し

い
。

物
価
高
や
ナ
フ
サ
の
影
響
で

農
家
の
負
担
が
あ
る
。
Ｊ
Ａ
や
農

家
に
話
を
聞
い
て
、
今
何
が
必
要

な
の
か
聞
い
て
ほ
し
い
。

Ｊ
Ａ
、
農
家
の
話
を

聞
い
て
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
町
の
子
ど
も
対
策
は

県
外
派
遣
費
の
補
助
の
拡
充

に
つ
い
て
、
本
町
は
航
空
運
賃
半

額
補
助
で
あ
る
。
南
城
市
で
あ
れ

ば
宿
泊
費
も
半
分
補
助
。
沖
縄
市

は
東
京
だ
と
一
律
４
万
3
0
0
0

円
の
補
助
が
あ
る
。
県
外
派
遣
費

の
拡
充
は
で
き
な
い
か
。

19
年
経
っ
た
今
で
も
ほ
ぼ
風

化
せ
ず
に
公
開
で
き
て
い
る
の

は
、
役
場
職
員
や
ガ
イ
ド
の
皆
様

の
丁
寧
な
管
理
の
賜
物
で
あ
り
敬

意
を
表
す
る
。
来
年
は
20
号
壕
一

般
公
開
20
周
年
の
節
目
に
式
典
や

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど

う
か
。

く
は
大
規
模
改
修
が
決
ま
る
。
翌

年
度
の
実
施
設
計
業
務
に
お
い
て

工
程
等
含
め
た
工
事
内
容
を
検
討

す
る
。故

障
し
た
ト
イ
レ
の
修
繕
や

洋
式
化
、
体
育
館
と
校
舎
の
照
明

L
E
D
化
な
ど
、
建
て
替
え
や
改

修
を
待
た
ず
に
早
急
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

体
育
館
照
明
は
、

故
障
が
多
く
暗
い
状
況
が
長
く
続

い
て
お
り
、
生
徒
や
教
員
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
。
次
年

度
以
降
に
照
明
L
E
D
化
計
画
を

し
て
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
修

繕
を
し
て
い
き
た
い
。
ト
イ
レ

は
、
各
学
校
か
ら
和
式
を
洋
式
に

変
え
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
届

い
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
全
て
ま
と

め
て
優
先
度
等
も
判
断
し
て
順
次

対
応
し
た
い
。

本町の物価高騰
対策支援は
答　物価高騰支援策を検討していく

大城 勇太　議員

食
材
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

上
昇
の
影
響
を
受
け
る
保
育
園

や
、
学
童
へ
今
後
の
支
援
は
。

現
時
点
で
今
後
支
援
策

の
検
討
は
な
い
。

物
価
高
に
よ
る
家
計
負
担
増

へ
の
対
応
と
し
て
、
商
品
券
の
配

布
、
水
道
料
金
の
補
助
も
継
続
的

に
検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

社
会
の
情
勢
や
国
の
動

向
で
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

他
市
町
村
の
状

況
で
本
町
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

本
町
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
等
に
加
盟
し
て
い
な
い
と
補
助

が
受
け
ら
れ
な
い
。
ど
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
で
も
補
助
金
が
受
け
れ
る

よ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

他
市
町
村
の
状
況
で
本
町

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
調
査

研
究
し
て
い
く
。

習
い
事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

や
芸
術
な
ど
の
ま
な
び
ク
ー
ポ
ン

(

半
額
補
助)

等
の
事
業
化
の
検
討

は
。

ま
な
び
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い

て
先
行
実
施
自
治
体
の
状
況
も
踏

ま
え
、
調
査
し
て
い
く
。

問

問

問

問問

一
般
公
開
し
て
来
年
で
20
年

と
な
る
が
、
周
辺
設
備
で
は
改
修

が
必
要
な
箇
所
が
幾
つ
も
見
ら
れ

る
。
利
用
者
が
安
全
に
見
学
で
き

る
よ
う
に
、
南
風
原
文
化
セ
ン

タ
ー
か
ら
20
号
壕
の
出
口
ま
で
の

動
線
を
修
繕
し
て
ほ
し
い
。

現
地
の
状
況
を
確
認
し
、

修
繕
が
必
要
な
箇
所
は
順
次
修
繕

を
行
う
。

一
般
公
開
に
当
た
っ
て
は
風

化
も
懸
念
さ
れ
た
が
、
19
年
経
っ

て
壕
内
部
の
保
全
状
態
に
問
題
は

な
い
か
。定

期
的
な
点
検
及
び
維
持

管
理
を
実
施
し
て
お
り
、
大
き
な

風
化
等
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

イ
ベ
ン
ト
や
企

画
展
な
ど
も
含
め
て
、
関
連
し
た

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

南
星
中
学
校
の

施
設
改
修
を
問
う

南
星
中
学
校
の
施
設
改
修
を

問
う
。
耐
力
度
調
査
は
い
つ
行
う

の
か
。

現
在
、
発
注
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

建
て
替
え
も
し
く
は
、
大
規

模
改
修
に
な
っ
た
場
合
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
る
か
。

今
年
度
の
耐
力
度
調
査

の
結
果
に
よ
り
、
建
て
替
え
も
し

問問

問問

問 問

問

沖縄陸軍病院南風原壕群20号

陸
軍
病
院
壕
公
開

　20
周
年
イ
ベ
ン
ト
を

大城 重太　議員

答
　検
討
し
て
い
き
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

副
町
長

副
町
長

副
町
長

教
育
長

生
涯
学
習
文
化
課
長

教
育
総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

生
涯
学
習
文
化
課
長

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
地
域
の
課
題
解
決
を
地
域
の
皆

　
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
け
た

　
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
皆
さ
ま
の
声
を
町
政
へ
届
け
る
を

　
第
一
に
活
動
し
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
の
声
を
大
切
に
全
力
で

　
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問 問教
育
長

はえるん商品券
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一
般
質
問
　
浦
崎 

み
ゆ
き
　
議
員

一
般
質
問
　
金
城 

憲
治
　
議
員

金城 憲治　議員

本
町
に
お
け
る
、
小
中
学
校
の

英
語
教
育
の
特
色
・
目
的
に
は
ど
う

い
う
も
の
が
あ
る
か
。

英
語
教
育
の
充
実
を
図

る
為
、
各
小
学
校
に
日
本
人
英
語

指
導
助
手
を
、
各
中
学
校
に
外
国

語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
対
話
を

重
視
し
、
小
学
校
で
は
英
語
や
外

国
文
化
に
親
し
む
体
験
活
動
を
通

し
て
、
外
国
語
へ
の
興
味
・
関
心

を
育
み
、
中
学
校
で
は
、
A
L
T

を
活
用
し
た
授
業
を
通
じ
て
、
実

践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
町
の
英
語
教
育
は
何
年
生
か

ら
始
ま
っ
て
い
く
か
。

小
学
校
は
３
・
４

年
生
が
外
国
語
で
ま
ず
は
親
し
む

と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
て
、
５
・

６
年
生
か
ら
は
教
科
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
て
、
中
学
校
に
つ
な
げ
て

い
る
。県

外
に
お
い
て
、
さ
い
た
ま
市

で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
と
言

わ
れ
、
小
学
１
年
生
か
ら
英
語
に
親

し
ん
で
、
話
せ
る
英
語
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町

に
お
い
て
も
、
独
自
の
英
語
教
育
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
今
後
検
討
し
て

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

近
隣
で
は
、
南
城

市
が
教
育
課
程
特
例
校
と
し
て
、

小
学
１
年
生
か
ら
週
１
時
間
の
外

国
語
活
動
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

南
城
市
の
取
り
組
み
等
の
成
果
、

課
題
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後

調
査
研
究
し
て
い
く
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
モ
ビ

の
実
績
と
課
題
は
何
か

本
町
の
A
I
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
モ
ビ
に
つ
い
て
実
績
及
び
課

題
は
何
か
。

モ
ビ
利
用
実
績
は
、
月

平
均
1
4
0
0
人
の
延
べ
利
用
者

数
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
総

事
業
費
に
対
す
る
運
賃
収
入
と
の

乖
離
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

モ
ビ
の
タ
ク
シ
ー
車
両
に
、

車
椅
子
対
応
の
車
両
導
入
を
検
討

で
き
な
い
か
。

車
椅
子
対
応
に

つ
い
て
、
運
行
車
両
の
中
に
は
対

応
可
能
な
車
両
も
あ
る
。た
だ
現

行
の
配
車
シ
ス
テ
ム
で
は
、利
用
者

が
車
種
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
車
椅
子
対
応
車
両
を

確
実
に
配
車
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
車
椅
子
利
用
者

へ
の
対
応
に
課
題
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

問教
育
長

副
町
長

問問

問 問

統
括
指
導
主
事

統
括
指
導
主
事

本
町
に
あ
る
子
ど
も
食
堂
の

設
置
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た

地
域
と
名
称
を
問
う
。

①
社
会
福
祉
協
議
会
の

キ
ッ
チ
ン
ち
む
ぐ
く
る
②
新
川
自

治
会
の
新
川
区
民
食
堂
③
山
川
自

治
会
の
山
川
食
育
こ
ど
も
食
堂
④

津
嘉
山
地
区
の
こ
ど
も
食
堂
ｎ
ｏ

ｎ
ａ
の
4
件
と
な
っ
て
い
る
。

夏
休
み
期
間
に
お
け
る
子
ど

も
食
堂
へ
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
で
学
校
給

食
が
な
く
な
る
。
ひ
と
り
親
世
帯
、

困
窮
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
を
社
協

の
子
ど
も
食
堂
で
は
週
１
回
。
他

の
子
ど
も
食
堂
で
は
月
に
１
回
の

状
況
の
中
で
、
町
と
し
て
、
こ
の

夏
本
当
に
ひ
も
じ
い
思
い
を
さ
せ

な
い
で
や
っ
て
い
け
る
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
夏

休
み
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
食
材
提

供
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
町
で
は
、

夏
休
み
に
限
ら
ず
、
養
育
に
課
題

が
あ
る
、
あ
る
い
は
家
庭
内
で
食

事
が
行
き
渡
っ
て
い
な
い
家
庭
を

把
握
し
て
い
て
、
し
っ
か
り
フ
ォ

ロ
ー
、
支
援
を
し
て
い
る
。

こ
ど
も
の
居
場
所
・
こ
ど
も

食
堂
の
マ
ッ
プ
、
チ
ラ
シ
等
は
作

成
さ
れ
て
い
る
か
。

マ
ッ
プ
、
チ
ラ
シ
等
は

な
い
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
を
実
施
し

て
い
る
。

成
年
後
見
制
度
の

周
知
徹
底
で
町
民
を
守
れ

成
年
後
見
制
度
と
は
簡
単
に

ど
う
い
っ
た
内
容
か
。

判
断
能
力
が
低
下
ま
た

は
不
十
分
な
状
態
に
な
ら
れ
た
方

に
、
権
利
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、

サ
ー
ビ
ス
等
の
手
続
を
、
後
見
人

を
選
任
し
て
利
用
す
る
制
度
で
あ

る
。

問問

問

夏
休
み
の

子
ど
も
食
堂
へ
支
援
を

浦崎 みゆき　議員

答
　社
協
で
食
材
提
供
を
行
っ
て
い
る

１
回
聞
い
た
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い
。
改
正
案
は
使
い
勝
手
の

い
い
制
度
と
な
る
予
定
だ
。
制
度

の
周
知
で
町
民
の
皆
さ
ん
を
守
っ

て
い
く
と
い
う
視
点
も
あ
る
。
公

民
館
単
位
な
ど
の
開
催
な
ど
取
り

入
れ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

関
係
者
の
皆
様
に
丁
寧

な
説
明
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
各

字
へ
出
向
い
た
り
、
集
ま
る
機
会

等
を
通
じ
周
知
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
行
く
。

問

問

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

民
生
部
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

副
町
長

副
町
長

話せる英語教育に
重点を
答　日常的な会話の場を増やしていく

mobiタクシー

子ども食堂の様子

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
地
域
の
声
を
行
政
に
反
映
さ

　
せ
る
為
、今
出
来
る
事
を
し
っ

　
か
り
取
組
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
皆
様
の
思
い
を
制
度
の
拡
充
や
町

　
に
対
す
る
提
案
を
一
般
質
問
を
通

　
し
発
言
し
皆
様
の
代
弁
者
と
し
て

　
町
政
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

　
た
。深
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上

　
げ
ま
す
。
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一
般
質
問

　石
垣 

大
志
　議
員

一
般
質
問

　岡
崎 

晋
　議
員

石垣 大志　議員

中
東
情
勢
の
影
響
に
伴
い
、

町
内
事
業
者
よ
り
塗
装
資
材
や
土

木
建
築
関
連
の
様
々
な
資
材
が
価

格
高
騰
や
供
給
不
足
、
生
産
の
休

止
、
受
注
停
止
、
納
期
遅
延
な
ど

の
声
が
あ
る
。
町
内
事
業
者
へ
の

事
業
継
続
支
援
策
の
検
討
は
。

ご
指
摘
の
課
題
に
つ
い

て
は
国
の
課
題
と
認
識
を
し
て
い

る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
県
と
県
内

自
治
体
と
連
携
し
現
状
を
国
に
強

く
訴
え
、
実
効
性
の
あ
る
支
援
策

を
求
め
て
い
き
た
い
。

昨
今
の
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

に
伴
い
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
実
質

的
封
鎖
に
よ
り
原
油
価
格
は
世
界

的
に
急
騰
し
て
い
る
。
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
調
達
環
境
は
、
大
き
く
変

動
を
し
て
い
る
。

　
特
に
2
0
2
6
年
４
月
に
４
万

5
0
0
0
円
、
前
月
比
で
40
％
の

上
昇
と
過
去
前
例
な
い
急
騰
と
な

り
、
さ
ら
に
５
月
以
降
も
さ
ら
な

る
価
格
上
昇
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
と
い
う
通
知
が
町
内
事

業
者
へ
届
い
て
い
る
。

　
前
月
比
40
％
の
上
昇
と
い
う
、

非
常
に
驚
愕
す
る
内
容
だ
が
、
事

業
者
の
声
と
し
て
は
積
算
時
の
物

価
と
工
事
開
始
時
の
物
価
の
価
格

変
動
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
か
ら
、

そ
こ
の
価
格
転
嫁
が
今
求
め
ら
れ

て
い
る
。
見
解
を
。近

年
の
建
設

価
格
の
上
昇
や
、
労
務
価
格
の
上

昇
に
伴
い
工
事
費
全
体
が
上
昇
し

て
い
る
こ
と
は
、
町
と
し
て
も
認

識
し
て
い
る
。
現
在
、
積
算
に
つ

い
て
、
毎
月
最
新
の
単
価
を
使
用

し
て
適
切
に
積
算
の
ほ
う
を
行
っ

て
い
る
。

国
交
省
が
、
中
東
情
勢
に
よ

る
ナ
フ
サ
由
来
資
材
の
高
騰
で
供

給
不
安
を
受
け
、
従
来
の
単
品
ス

ラ
イ
ド
条
項
だ
け
で
は
な
く
設
計

変
更
に
よ
る
追
加
費
用
の
反
映
を

認
め
る
新
た
な
運
用
を
開
始
し
、

地
方
自
治
体
に
も
参
考
通
知
を
出

し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の

国
交
省
の
取
り
組
み
を
本
町
に
も

生
か
せ
な
い
か
。

国
か
ら
町
に

も
通
達
が
届
い
て
い
る
。
事
業
者

か
ら
協
議
等
の
申
し
出
が
あ
れ

ば
、
制
度
に
則
り
対
応
し
て
い

く
。■

４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
課
題
解
決
へ
挑
み
続
け
た
4
年

　
間
。こ
れ
か
ら
も
凡
事
徹
底
取

　
り
組
み
ま
す
。

問

問

問

問

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

中東情勢の影響を受ける建設資材

金
城
町
長
は
町
民
の
声
を

ど
う
反
映
す
る
か

岡崎 晋　議員

答
　既
に
様
々
な
所
に
出
向
い
て
い
る

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
町
政
は
行
政
と
議
会
の
双
方
で

　
担
う
。私
は
こ
の
４
年
間
も
一
貫

　
し
た
町
民
目
線
を
決
し
て
忘
れ

　
な
か
っ
た
。

町
長
は
就
任
挨
拶
で
、
町
民

の
声
を
聞
き
、
対
話
を
大
切
に
し

た
町
政
を
推
進
す
る
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
ど
う
具
体
化
す
る
か
。

町
民
の
声
や
地
域
実
情

を
把
握
し
町
政
に
反
映
さ
せ
る
事

が
重
要
。
自
治
会
、
各
種
団
体
、

学
校
、
民
生
児
童
委
員
会
、
子
ど

も
若
者
、
子
育
て
世
代
、
高
齢

者
、
J
A
や
生
産
者
、
事
業
者
、

そ
の
他
、
様
々
な
声
を
き
く
た
め

に
既
に
積
極
的
に
出
向
い
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
10
年
間
の
第
６

次
総
合
計
画
に
新
町
長
の
思
い
は

十
分
に
反
映
さ
れ
る
か
。

十
分
に
反
映
さ
せ
る
。

こ
の
議
会
に
送
り
出
し
て
頂

い
た
私
は
常
に
町
民
目
線
で
質

問
・
意
見
・
提
案
し
て
き
た
。
後

を
託
せ
れ
ば
、
民
生
児
童
委
員
に

な
り
、老
人
会
等
で
も
地
域
や
町
民

の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
て
い
き
た
い
。

　
8
年
間
見
て
き
た
が
、
役
場
幹

部
は
組
織
を
守
る
事
に
汲
々
と
せ

ず
、
職
員
が
も
っ
と
大
ら
か
に
明

る
く
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

職
員
が
も
っ
と
元
気
よ
く

大
ら
か
に
働
け
る
環
境
を
つ
く
り

た
い
。町

長
を
補
佐
し
、
実
務
を
仕

切
る
新
垣
副
町
長
は
ど
う
か
。

町
民
の
声
を
幅
広
く
聞

く
の
は
大
基
本
で
あ
る
。
各
職
員

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

に
も
努
め
る
。

資
源
ご
み
集
団
回
収
の

報
償
金
を
引
上
げ
よ

各
家
庭
が
協
力
し
出
し
て
く

れ
る
も
の
を
地
域
の
諸
団
体
が
収

集
分
別
し
、
活
動
資
金
を
つ
く
る

こ
の
集
団
回
収
は
地
域
の
連
携
を

確
実
に
高
め
る
と
い
う
大
き
な
効

果
が
あ
る
。
こ
の
報
償
金
予
算
と

活
動
団
体
の
推
移
は
ど
う
か
。

予
算
額
は
10
年
前

99
万
円
、
5
年
前
81
万
円
、
本
年

度
は
17
万
円
。
登
録
団
体
数
は
約

80
、
活
動
し
た
の
は
10
年
前
43
、

問問

問問

問

5
年
前
23
、
昨
年
は
14
だ
っ
た
。

P
T
A
等
の
団
体
が
消
滅
し

て
い
く
中
、
こ
の
活
動
を
活
発
化

さ
せ
る
た
め
10
年
間
据
置
き
の
報

償
金
を
引
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

古
紙
・
ア
ル
ミ
缶
1
㎏

当
り
4
円
は
相
場
。
ご
み
減
量
資

源
化
が
目
的
で
あ
る
報
償
金
は
上

げ
な
い
。
集
団
回
収
活
動
が
地
域

活
性
化
の
大
き
な
有
効
手
段
と
い

う
議
員
と
は
見
解
が
違
う
。
 

問副
町
長

町
長

金
城
町
長

総
務
部
長

住
民
環
境
課
長

副
町
長

副
町
長

中東情勢の影響を
受ける事業者へ支援を
答　現状を国へ訴え、支援策を求める

青年会と少年野球が毎月交代で集団回収
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一
般
質
問

　大
宜
見 

洋
文
　議
員

一
般
質
問

　當
眞 

嗣
春
　議
員

平和行政と
平和学習を問う
答　今後も平和発信事業を継続して推進する

當眞 嗣春　議員

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
沖
縄
戦

の
実
相
と
教
訓
を
問
う
。

沖
縄
戦
の
惨
禍
は
二
度
と

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
悲
惨
な
実

相
や
教
訓
、
恒
久
平
和
の
尊
さ
を

再
認
識
し
、
次
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割

だ
と
考
え
て
い
る
。

教
育
へ
の
不
当
な
介
入
を
許

さ
ず
、
学
校
現
場
を
委
縮
さ
せ
な

い
た
め
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
を

問
う
。こ

れ
ま
で
同
様
学
校
現
場

が
萎
縮
す
る
こ
と
な
く
、
平
和
学

習
等
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
が

多
様
な
現
状
や
意
見
に
触
れ
、
自

ら
考
え
判
断
す
る
力
を
育
む
教
育

を
継
続
し
て
い
く
。

町
長
の
見
解
と
し
て
は
、
こ

の
教
育
基
本
法
第
14
条
第
２
項
の

違
反
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
認
識

で
よ
い
か
。

痛
ま
し
い
事
故
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
議
員
の

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
あ
る
。

高
市
政
権
の
下
で
、
改
憲
と

戦
争
国
家
づ
く
り
の
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。
「
再
び
戦
争
の
惨

禍
を
繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
町

長
の
認
識
を
問
う
。

日
本
国
憲
法
に
刻
ま
れ
た

不
戦
の
誓
い
は
、
恒
久
平
和
を
実

現
す
る
た
め
の
重
要
な
理
念
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

基
地
問
題
を
問
う

「
平
和
で
豊
か
な
沖
縄
の
実

現
に
向
け
た
新
た
な
建
議
書
」
を

作
成
し
、
こ
れ
を
日
米
両
政
府
に

提
出
を
し
て
い
る
。
こ
の
建
議
書

に
対
す
る
町
長
の
見
解
を
問
う
。

建
議
書
に
は
、
復
帰
当
時

の
先
人
た
ち
の
願
い
や
、
現
在
の

県
民
が
抱
え
る
基
地
問
題
や
、
経

済
格
差
な
ど
の
課
題
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

普
天
間
基
地
と
辺
野
古
新
基

地
建
設
に
対
す
る
町
長
の
賛
否
を

問
う
。地

元
の
意
向
や
様
々
な
意

見
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
私
が
発
言
す
る
立
場
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

問

問

町
長

町
長

町
長

問町
長

問町
長

問町
長

問

建
設
部
長
の「
こ
れ
ま
で
の

取
組
を
継
承
し
て
着
実
に
推
進
す

る
」と
の
答
弁
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

基
本
構
想
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
夢
を
育
み

交
流
を
生
み
出
す
体
育
館
と
し
て

継
承
し
て
い
く
。

金
城
町
長
は
当
時
策
定
委
員

会
に
所
属
さ
れ
た
か
。

商
工
会
会
長
と
し
て
参
加

し
た
。商

工
会
に
は
金
融
部
会
が
あ

る
。
経
営
の
プ
ロ
で
あ
る
彼
ら
に

も
、
是
非
こ
う
い
う
委
員
に
加

わ
っ
て
、
採
算
が
取
れ
る
計
画
を

作
っ
て
貰
い
た
い
。
そ
の
点
に
関

し
町
長
の
考
え
は
。

様
々
な
意
見
を
拝
聴
し
検

討
す
る
。

第
６
次
総
合
計
画
策
定

へ
の
課
題
は

こ
れ
か
ら
策
定
す
る
個
別
計

画
で
、
今
年
度
中
に
策
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
計
画
は
あ
る
か
。

今
年
度
中
に
見
直
し
予
定

は
12
件
で
、
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
予
算
措
置
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
大
綱
も
改
定
に
な
る

か
。
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

も
う
決
ま
っ
て
い
る
か
。

年
明
け
の
総
合
教
育
会

議
で
、
南
風
原
町
教
育
委
員
会
協

議
調
整
等
を
行
い
定
め
る
。

重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
町
長
の
公
約
に
も
見
れ

ず
、
住
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
も
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
い

な
い
と
聞
い
た
。
第
６
次
総
計
の

根
幹
に
関
わ
る
と
考
え
る
が
、
ど

う
進
め
る
の
か
。

学
校
運
営
協
議
会
は
、

令
和
７
年
度
か
ら
既
に
設
置
し
、

今
後
も
そ
の
充
実
を
図
る
。

学
校
給
食
に
地
産
地
消
を

学
校
給
食
に
地
産
地
消
を
増

や
す
た
め
に
協
議
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
金
城
町
長
の
現
時
点
で
の

評
価
は
。昨

年
の
４
月
と
５
月
で
比

べ
る
と
、今
年
の
町
内
産
の
購
入
実

問問

問

問問

問

問

慰霊祈和の塔

十年に一度改定する教育大綱のイメージ

町
民
体
育
館
建
設

に
つ
い
て
問
う

大宜見 洋文　議員

答
　規
模
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
検
討
が
必
要

績
で
は
、重
量
ベ
ー
ス
が
昨
年
が

8
6
7
キ
ロ
で
、今
年
が
2
0
9
0

キ
ロ
で
1
2
2
3
キ
ロ
増
、こ
れ
は

1
4
1
％
増
。次
に
、金
額
ベ
ー
ス

で
昨
年
が
35
万
9
0
9
0
円
が
今

年
は
65
万
2
2
4
0
円
で
29
万

3
1
5
0
円
の
増
、
8
1
・
6
％

の
増
と
な
っ
て
い
る
。地
産
地
消
に

効
果
が
出
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
町
民
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
、

　
こ
の
４
年
間
議
員
と
し
て
の
役

　
職
を
無
事
に
全
う
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
し
た
。心
よ
り
深
く

　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
高
額
な
体
育
館
建
設
他
の
予

　
算
に
対
し
採
決
可
否
へ
各
議

　
員
の
選
択
が
本
当
に
町
民
の

　
為
に
な
る
判
断
だ
っ
た
か
。



令和8年6月定例会　はえばる議会だより234号令和8年6月定例会　はえばる議会だより234号 2223

一
般
質
問

　伊
佐 

園
恵
　議
員

一
般
質
問

　玉
城 

陽
平
　議
員

相
談
対
応
は
行
っ
て
お

り
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
た
が
、
よ
り
一
層
周
知
に

努
め
る
。

社
会
教
育
行
政
の

取
り
組
み
の
進
捗
は

 社
会
教
育
主
事
の
継
続
的
な

育
成
、
公
民
館
冷
房
代
の
見
直

し
、
中
高
生
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
、

な
ど
、
こ
れ
ま
で
４
年
間
か
け
て

提
案
し
て
き
た
取
り
組
み
の
進
捗

は
ど
う
か
。

社
会
教
育
主
事
講
習
受

講
は
、
担
当
不
在
時
の
体
制
づ
く

り
が
課
題
だ
。
実
務
レ
ベ
ル
で
の

具
体
的
な
検
討
や
人
事
部
局
と
の

協
議
も
併
せ
て
進
め
る
。

民
生
部
長

津嘉山「ウガンジュ」
修繕と整備を          
答　指定文化財には
　　含まれていないため厳しい

伊佐 園恵　議員

津
嘉
山
「
ウ
ガ
ン
ジ
ュ
」
に

教
育
委
員
会
の
標
示
が
あ
る
。
拝

所
（
ウ
ガ
ン
ジ
ュ
）
の
修
繕
と
整

備
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

南
風
原
町
文
化
財
保
護

条
例
第
10
条
の
規
定
に
お
い
て
、

町
指
定
有
形
文
化
財
に
つ
い
て
は

補
助
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　当
該
箇
所
は
指
定
文
化
財
に
は

含
ま
れ
て
い
な
い
為
、
厳
し
い
と

考
え
る
。

２
年
前
に
21
年
振
り
の
津
嘉

山
大
綱
曳
き
が
あ
っ
た
。
綱
曳
き

は
毎
年
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
拝

６
つ
の
ウ
ガ
ン
ジ
ュ
の
１
つ
「
ビ

ズ
ル
」
が
津
嘉
山
幼
稚
園
に
隣
接

し
て
い
る
。

　
旧
津
嘉
山
公
民
館
よ
り
地
域
振

興
資
料
館
整
備
事
業
の
際
、
平
成

29
年
度
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付

金
事
業
検
証
シ
ー
ト
が
県
の
Ｈ
Ｐ

で
確
認
で
き
る
。

　
南
風
原
町
の
総
務
課
よ
り
、
本

町
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
津
嘉

山
綱
曳
き
の
保
存
、
継
承
、
発
展

さ
せ
る
こ
と
と
あ
る
。
「
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
津
嘉
山

綱
曳
き
」
の
保
存
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　
修
繕
と
整
備
を
、
行
っ
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

直
接
的
な
補
助

は
難
し
い
と
考
え
る
。
た
だ
地
域

に
と
っ
て
重
要
な
場
所
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　今
後
と
も
そ
う
い
っ
た
大
切
な

場
所
に
つ
い
て
は
、
活
用
の
在
り

方
な
ど
、
地
域
の
方
と
対
応
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

町
長
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
、
各
字
の

文
化
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
南
風
原
高
校
の
郷
土

芸
能
部
が
作
品
の
題
材
に
取
り
上

げ
る
な
ど
、
字
だ
け
で
は
な
く
町

を
代
表
す
る
文
化
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
何
割
か
で
も
補
助
の

検
討
を
是
非
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
町
長
は
ど
う
か
。

非
常
に
大
切
な
文
化
で
あ

る
。
た
だ
、
綱
曳
き
と
拝
所
は
イ

コ
ー
ル
で
は
な
い
の
で
、
規
定
に

沿
っ
て
対
応
し
た
い
。

緊
急
避
妊
薬
に
つ
い
て

町
内
で
、
購
入
で
き
る
薬
局

を
教
え
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
さ
れ
て
お
り
、
R
８
年

6
月
時
点
３
カ
所
あ
る
。

①
メ
ル
シ
ー
薬
局
か
ね
ぐ
す
く

②
イ
オ
ン
薬
局
南
風
原
店

③
あ
お
ぞ
ら
薬
局
で
購
入
可
能

問問

問

問

児
童
福
祉
、
障
が
い
者
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
福
祉
事

業
所
で
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
へ
の
対
応
が
課
題
で
あ
る
。

町
が
事
業
所
へ
相
談
対
応
し
て
い

る
こ
と
が
そ
も
そ
も
知
ら
れ
て
い

な
い
。
周
知
に
取
り
組
み
、
支
援

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　冷
房
代
は
情
報
収
集
に
と
ど
ま

り
、
具
体
的
な
検
討
に
至
っ
て
い

な
い
。
こ
れ
を
反
省
し
、
今
後
は

取
り
組
ん
で
い
く
。

　学
習
ス
ペ
ー
ス
も
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
確
保
に
取
り
組
む
。

就
学
援
助
を

必
要
な
家
庭
に
届
け
よ

就
学
援
助
の
現
在
の
基
準
で

は
、
離
婚
・
失
業
・
廃
業
・
休

職
・
介
護
離
職
な
ど
で
年
度
途
中

に
家
計
が
急
変
し
た
家
庭
が
、
支

援
に
つ
な
が
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
。

　
年
金
、
国
保
税
、
町
民
税
に
お

け
る
減
免
等
を
準
要
保
護
の
認
定

事
由
に
加
え
る
こ
と
や
、
申
請
が

問

問

拝所「ビズル」
津嘉山児童館向きに、傾いて亀裂が入っている

県教育委員会就学援助のお知らせ

カ
ス
ハ
ラ
対
策

事
業
所
へ
の
支
援
を

玉城 陽平　議員

答
　相
談
対
応
等
を
行
い
、
周
知
に
も
取
り
組
む

来
た
ら
対
応
す
る
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
支
援
が
必
要
な
サ
イ
ン
を

制
度
案
内
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

認
定
事
由
の
拡
大
は
、
県

内
や
近
隣
自
治
体
の
状
況
も
踏
ま

え
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　町
で
す
べ
て
を
直
接
把
握
す
る

こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
が
、
保

護
者
変
更
届
の
提
出
時
に
周
知
す

る
な
ど
、
今
後
も
支
援
を
必
要
と

す
る
方
に
届
く
よ
う
、
周
知
方
法

や
新
た
な
取
組
を
検
討
す
る
。

問

町
長

教
育
長

生
涯
学
習
文
化
課
長

町
長

副
町
長

町
長

カスタマーハラスメントの例

副
町
長

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
子
ど
も
、女
性
、介
護
、そ
れ
ぞ

　
れ
が
多
様
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

　
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。全

　
町
民
へ
感
謝
を
伝
え
た
い
。

■
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
議
会
活
性
化
、政
策
提
案
、取

　
り
組
み
は
ま
だ
道
半
ば
。先
人

　
の
歩
み
に
更
な
る
一
歩
を
重
ね

　
た
い
。

む
、


